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「スマート林業」の推進 ！

ご自由に お持ちください。

http://www.g-forestry.or.jp　（公社） 岐阜県山林協会の情報をご覧いただけます。

Ｅ-mail sanrinag@quartz.ocn.ne.jp
編集・発行　公益社団法人 岐阜県山林協会

●詳細は2ページをご覧ください。

GNSS森林測量
の実用化

GISで資源把握、境界確定ドローンによる苗木等運搬

林業用アシストスーツ 携帯圏外でも通信可能にラジコンで下刈り
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ご自由に お持ちください。

森林のたより
も　 　　り

「スマート林業」の推進 ！

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

8月6日㈭ 狩猟免許試験

狩猟免許取得のための試験を実施します。
●時間：9:30～17:00
●申込：7/2～7/16

※事前に申請書類等の提出が必要です。詳しくは右記に
お問い合わせください。

森林文化アカデミー
（美濃市曽代 88）

各地域を所管する県事務所、
または環境企画課

（058-272-1111 内線 2701）

8月6日㈭
第９回
緑豊かな清流の国ぎふ
づくり県民フォーラム

「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用した事例を県民の皆さ
まに紹介します。
●参加料：無料
●事前申し込み：要

岐阜県図書館　多目的ホール
（岐阜市宇佐 4-2-1）

岐阜県林政部恵みの森づくり推進課
TEL:058-272-8472

8月22日㈯～
8月23日㈰

森林文化アカデミー
オープンキャンパス

岐阜県立森林文化アカデミーは、林業、森林環境教育、木
造建築、木工の分野で活躍できる人材を育成している専修
学校です。入学を検討されている方を対象に、オープンキャ
ンパスを開催します。
●程日：8月22日（土）、8月23日（日）
●時間：10時から16時まで
●内容：学校紹介、教員との面談、在学生との交流、入試
　　　　過去問の配布等
●参加費：無料

森林文化アカデミー
（美濃市曽代 88）

森林文化アカデミー
TEL 0575-35-2525
FAX 0575-35-2529
E-mail info@forest.ac.jp
URL https://www.forest.ac.jp

9月19日㈯ 狩猟免許試験

狩猟免許取得のための試験を実施します。
●時間：9:30～17:00
●申込：8/14～8/28

※事前に申請書類等の提出が必要です。詳しくは右記に
お問い合わせください。

岐阜大学全学共通教育講義棟
（岐阜市柳戸 1-1）

各地域を所管する県事務所、
または環境企画課

（058-272-1111 内線 2701）

森林・林業関係イベントカレンダー（8～9月）
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【林政課　鷲見 勇貴】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８ｰ２７２ｰ1111 内線（3027） １００年の森づくり推進室 森林企画係まで

【恵みの森づくり推進課　根尾 淳也】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８ｰ２７２ｰ1111 内線（3035） 恵みの森づくり推進課木育推進係まで

100年の森林づくり計画（森林配置計画）の
策定状況について

　現在、第3期岐阜県森林づくり基本計画において、望ましい森林配置への誘導や人工林の齢級構成の平準化を目指す「100年先の
森林づくり」に取り組んでいます。
　100年先の森林づくりの基盤となるのは、「100年の森林づくり計画（森林配置計画）」です。その計画の策定にあたっては、市町村
ごとに地域検討会（写真１）を開催し、関係者の意見を十分踏まえたうえで策定することとしています。令和元年度で３年を経過し、県
下累計で約66.5万ha（地域森林計画対象民有林の約97.3％）の森林について、「木材生産林」または「環境保全林」に区分されるこ
とに対する合意形成が図られました（図１）。
　このように県内の森林を2つに区分し、目標を明確にすることで、今後それぞれの目標を達成するための施策がより効率的・効果的
に実施できるようになります。また、2つの区分に重複して、観光道路から眺望でき景観的価値が高い森林を「観光景観林」、集落や
生活道路に隣接し住民生活を守るための森林を「生活保全林」として設定し、地域の特色や実情に合わせた「100年の森林づくり計
画」も順次策定されています。
　「100年の森林づくり計画」は令和3年度末までに策定することとしています。また、必要に応じて変更できることにもなっていま
す。より望ましい計画となるよう、各市町村の地域検討会で議論を進めていきます。

　多くの皆さんが身近に「ぎふ木育」を体験することのできる拠点として、岐阜県内各地の児童館、図書館、子育て支援センター等の
地域に開放された施設に、ぎふの木のおもちゃや家具等を備えた常設の「ぎふ木育ひろば」を設置しています。（令和2年3月末現在：
101施設）
　さらに平成30年度からは、「ぎふ木育ひろば」認定施設の中から、地域への「ぎふ木育」の普及推進を担う施設を「地域支援拠点」
として、これまでに２施設を認定しました。「地域支援拠点」は、専従スタッフが常駐するほか、地域に「ぎふ木育」を普及推進するた
めの木育イベントを多数開催しています。

　「地域支援拠点」については、今後も引続き認定を進め、「ぎふ木育」のさらなる地域への普及推進を目指していきます。
　ぜひ、みなさまもお近くの「ぎふ木育ひろば」を訪れてみてください。

図１　森林区分の合意形成の状況
※構成比は四捨五入しているため合計しても100とはならない 写真１　地域検討会の様子（中津川市）

木材生産林
28.8%

環境保全林
68.6%

検討中
2.7%

岐阜県の民有林
68.3万ha

（未立木地等を含む）

ぎふ木育ひろば地域支援拠点
～ぎふ木育の地域への普及・推進を担う施設をご紹介します～

ぎふ木育ひろば地域支援拠点のご紹介

　子ども家庭支援センター「ラ・ルーラ」
　【平成30年度認定】

所在地：〒504-0837
　　　　各務原市那加甥田町30 番地1
　　　　（中部学院大学 各務原キャンパス 内）
木育スペース：130 ㎡
専従スタッフ：2 名（催しに応じ 5 名）

　子育てはうす　ぱすてる
　【令和元年度認定】

所在地：〒501-0532
　　　　揖斐郡大野町大字下磯 313 番地2
　　　　（道の駅パレットピアおおの 内）
木育スペース：133 ㎡
専従スタッフ：4 名

1 2

検索常設版「ぎふ木育ひろば」
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文：樹木医・日本森林インストラクター協会　理事  川尻 秀樹
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滑
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仏
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仏
が
主
体
と

な
り
、
木
彫
仏
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え
た
り
、
調
べ
た
り
、
行
動
す
る

き
っ
か
け
と
な
れ
ば
、
私
の
動
画
は
成
功
で

す
ね
。

緊
急
事
態
宣
言
下
で

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態

宣
言
に
よ
り
、
学
校
で
の
授
業
が
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。
い
つ
再
開
さ
れ
る
か
見
通
せ

な
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
森
林
文

化
ア
カ
デ
ミ
ー
で
も
遠
隔
授
業
を
は
じ
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
各
教
員
が
、
自
分
の

専
門
分
野
を
語
る
授
業
が
あ
る
の
で
す
が
、

試
行
的
に
動
画
配
信
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

よ
う
こ
そ
、
木
材
の
世
界
へ

　
私
の
専
門
分
野
は
木
材
利
用
で
す
。
木
材

に
つ
い
て
２
つ
の
話
題
を
用
意
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
木
材
と
は
何
か
。
草
の
茎
と
樹
木
の

幹
と
は
何
が
違
う
の
か
。
ど
の
よ
う
に
成
長

し
、
ど
の
よ
う
な
、
仕
組
を
も
っ
て
、
ど
の

よ
う
な
機
能
を
発
現
し
て
い
る
の
か
…
中
学

校
で
も
高
校
で
も
授
業
で
木
材
の
発
生
に
つ

い
て
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
な
の

で
、
生
物
と
し
て
見
た
木
材
を
話
し
て
み
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
社
会
の
状
況
と
林
業
・

木
材
産
業
の
状
況
で
す
。
戦
前
か
ら
戦
後
は
、

森
林
の
酷
使
、
木
材
不
足
と
粗
悪
品
の
横
行
。

高
度
成
長
時
代
は
、
外
国
産
の
木
材
へ
の
依

存
、
ヒ
ト
と
森
林
の
つ
な
が
り
の
低
下
、
放

置
森
林
の
荒
廃
化
。
近
年
の
、
国
産
材
合
板
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、
住
宅
着
工
数
、
海

外
へ
の
木
材
輸
出
の
動
き
。
そ
し
て
、
現
在

は
、
川
上
～
川
中
～
川
下
の
連
携
が
林
業
の

テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
て
、
川
の
ど
こ
か
に
軸

足
を
置
い
て
全
体
を
俯
瞰
で
き
る
人
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
よ
…
と
い
う
こ
と
を
伝
え
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

以
上
で
話
の
骨
組
み
は
で
き
た
の
で
、

さ
っ
そ
く
動
画
撮
影
で
す
。

無
観
客
試
合
？

　
授
業
も
講
演
も
学
会
発
表
も“
生
き
物
”で

す
。
受
け
手
の
反
応
を
感
じ
、
質
疑
応
答
の 

“
や
り
と
り
”が
あ
り
ま
す
。
動
画
撮
影
で
は

聞
き
手
の
反
応
が
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。“
無
観

客
試
合
”と
は
こ
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

　

自
分
の
動
画
を
見
る
と
、
ど
の
よ
う
な
話

し
方
を
し
て
い
る
の
か
が
よ
く
わ
か
り
ま

す
。
説
明
を
丁
寧
に
、
誤
解
を
ま
ね
か
な
い

よ
う
に
と
、
安
全
第
一
に
徹
し
た
話
し
方
に

な
っ
て
い
て
、
表
情
が
硬
く
、
逸
話
も
ぎ
ご

ち
な
い
。
話
の
リ
ズ
ム
感
が
乏
し
く
、
活
舌

も
悪
い
。
あ
ま
り
魅
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。

本
当
に
聴
衆
は
い
な
い
の
か
？

　
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
が
語
っ
て
い
ま
し
た
。「
自
分
の
目
の

前
に
、
相
手
が
ひ
と
り
い
る
と
想
像
し
、
そ

の
人
に
温
か
い
気
持
ち
で
語
り
掛
け
る
。
多

く
の
聴
衆
が
、
自
分
に
直
接
語
り
か
け
て
く

れ
る
と
感
じ
て
も
ら
え
た
な
ら
ば
、
う
ま
く

い
っ
て
い
る
。
語
り
手
と
聞
き
手
が
一
対
一

で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」と
。・
・
・
な

る
ほ
ど
、
私
も
挑
戦
し
て
み
ま
す
。
み
ん
な

家
の
中
に
閉
じ
こ
も
っ
た
状
況
に
い
ま
す
。

少
し
で
も
、
面
白
さ
や
、
考
え
る
き
っ
か
け

に
な
る
よ
う
に
、
意
識
し
て
、
見
え
な
い
聞

き
手
に
語
り
か
け
て
み
ま
し
た
。
さ
て
、
少
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※株式会社平和堂へは、公益社団法人国土緑化推進機構理事長からの感謝状も併せてお渡ししました。

緑の募金感謝状 （平成31年1月から令和元年12月までに10万円以上の寄附）

【公益社団法人岐阜県緑化推進委員会　専務理事　黒﨑隆司】

緑化功労者表彰状、緑の募金感謝状をお贈りしました

　公益社団法人岐阜県緑化推進委員会では、次の方 に々緑化功労者岐阜県緑化推進委員会会長表彰状並びに緑
の募金感謝状をお贈りしました。（敬称略）

　例年ですと、定時総会の席上で会長（森 正弘県議会議長）からお渡しするはずでしたが、新型コロナウイルス感
染症対策により総会が開けないため、ご紹介のみとさせていただきました。
　表彰を受けられた皆様には、これからも地域の森林づくりや緑化活動に益 ご々活躍されますとともに、緑の募金に
ご協力をよろしくお願いいたします。

●個人：星屋 隆茂（下呂市）  ●団体：明宝山里研究会

      　  会長　松山 誠美（郡上市）

●株式会社平和堂（滋賀県彦根市）  ●ダイドードリンコ株式会社（大阪府大阪市）

●岐阜トヨペット株式会社（岐南町）  ●西濃緑化推進協議会（大垣市）

緑化功労者岐阜県緑化推進委員会会長表彰（令和元年度）
ほしや　たかしげ

まつやま まさ み

めいほうやまざとけんきゅうかい

山地災害防止 標語 及び 写真コンクール
　林野庁、県及び市町村が一体となって実施している山地災害防止キャンペーン

（５月２０日～６月３０日）の関連行事として、「山地災害防止　標語及び写真コン
クール」が、一般社団法人 日本治山治水協会の主催で実施されています。
　今年度も６月から９月まで、山地災害防止に係る標語と写真作品を募集してい
ます。（締切９月３０日（水）当日消印有効）
　毎年作成される山地災害防止キャンペーンポスターは、このコンクールで最優
秀賞に選ばれた作品が採用されることもあります。
　多くの方からの応募をお待ちしています。

〒100-0014　東京都千代田区永田町2-4-3　永田町ビル４階
（一社）日本治山治水協会　標語・写真コンクール係　TEL：03-3581-2288、FAX：03-3581-1410

【標語及び写真コンクールの応募先及び問い合わせ先】

2020（令和２）年度

【治山課　清水 大爾】

令和2年度
山地災害防止キャンペーンポスター

 保安林における制限

　保安林は、森林の機能を維持増進するために、森林整備には高率の補助制度が適用されるほか、県が治山事業として実施するこ
とがあります。
　一方、立木の伐採方法や植栽方法など森林内での行為には制限や義務が課せられており、内容に応じて税制上の優遇措置がされ
ています。
　今回は、立木の伐採の制限について説明します。

～立木の伐採の制限～
必ず事前の手続きが必要です

手   続   期   間

－　

伐採を開始する日の30日前までに申請

伐採を開始する日の90日から20日前までに届出

皆伐限度面積の公表の日（年4回）から30日以内に申請

伐採を開始する日の90日から20日前までに届出

提 出 先

－

県農林事務所

県農林事務所

県農林事務所

市町村

手 続 き 

伐採は禁止

天然林は許可が必要

人工林は届出が必要

許可が必要

届出が必要

⑴ 主伐（択伐・皆伐）は、市町村森林整備計画で定める標準伐期齢に満たない立木は伐採できません。
⑵ 皆伐限度面積の公表の日は、2月1日、6月1日、9月1日、12月1日（土日を除く。）の年4回です。
⑶ 間伐は、樹冠疎密度（林地面積に対する立木の樹冠投影面積との比率）が80％に達していない森林では行うことは

できません。

伐採方法

禁　　伐

間　　伐

皆　伐

択　伐
主　伐

注意事項

伐採の制限について

伐採をする場合は、許可又は届出など事前の手続が必要です。また、皆伐を行う場合は、伐採現場に伐採旗の設置が必要となります。
詳細は、県農林事務所にお問い合わせください。

【治山課　吉田達也】

台風シーズンに向けて
　今年も台風シーズンが目前にせまっています。近年、全国各地で大型台風や集中豪雨等による甚大な被害

が発生しております。岐阜県においても、平成30年に発生した7月豪雨災害が記憶に新しいところです。

　このような被害を軽減するため、県では、地形や地質などからみて山くずれや土石流の危険度が高く、人家

などに直接被害を与える箇所を山地災害危険地区として、重点的に治山事業を進めています。

　加えて、災害による人的被害をなくすためには、自分の身は自分で守るという自助や共助の取組が重要で

す。台風の進路に注意し、最新の気象情報・避難情報をテレビやイン

ターネットにより取得し、早目の避難行動をとるように心がけましょ

う。

　台風シーズンを前に、ぜひ自宅周辺などの山地災害危険地区や避難

所を確認してみてください。

　山地災害危険地区の位置は、県域統合型GISからご覧になれます。

（https://gis-gifu.jp/gifu/portal/index.html　より、「山地災害危

険地区」で検索）

【治山課　清水 大爾】
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議場及び傍聴席（7・8階）

大垣市役所庁舎
　　　　　　　　　　大垣市丸の内2丁目29番地

木の香る
ぎふの施設

88

施設の経緯
　大垣市役所旧本庁舎は、昭和39年に竣工し、老朽化や耐
震化の問題、分庁舎方式による利便性の問題などから、平成
24年に新庁舎建設推進本部を設置し、新庁舎を建設するこ
ととしました。
　新庁舎は、免震構造を採用するとともに、1階床高を周辺
地盤より1m程度高くするなどして、地震や水害など、あらゆ
る災害において防災拠点としての機能を維持し続け、市民の
安全・安心を守る「自立型庁舎」としています。

ここに注目！！
　内装の木質化はもとより、机や椅子、パンフレットラックなど
の備品も木材（県産材）を使用することで、温かみのある空間
となっています。

利用者の様子
　「城下町・大垣」の雰囲気を醸し出す落ち着きのある和風の
デザインや色彩を取り入れ、内装木質化などにより、来庁され
た方に心地よく、ご利用いただいています。

施設概要

事業主体 大垣市

事業年度 令和元年度（当該補助事業実施年度）

階数・構造
延床面積

地上8階・鉄骨造（免震構造）
20,369.83㎡

施設用途 庁舎

木材使用量
使用樹種

31.485㎥
ヒノキ・スギ（県産材100％）

山下・車戸設計共同企業体

7,182,000千円（建築主体工事のみ）

5,136千円
（県産材需要拡大施設等整備事業）

全体事業費

助 成 額

設 計 者

岐建・TSUCHIYA特定建設工事共同企業体

平成29年12月19日～令和3年1月29日
（令和元年10月31日 新庁舎本体完成）

工　　期

施設全景

市民ロビー（1階）

施工業者

内装木質化

■問い合わせ先
　大垣市役所　契約課
　ＴＥＬ 0584-47-7439

待合（1階）

『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

3
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な
取組みを行っています。こうした取組みの内容について連載で紹介します。

【治山課　木村 等】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-8496 治山課水源林保全係まで

水源林公有林化支援事業
～水源地域における市町村の森林取得を支援します～

　県では、清流を後世に残すとともに、生活に必要な水を確保するため、市町村の水道水源周辺の森林を「水源地
域」として指定しています。水源地域の森林は、森林が持つ様々な働きが機能するよう適切に管理する必要がありま
す。しかし近年、所有者の不在村化、高齢化などにより、長い間放置されたままの森林が見受けられます。こうした荒
廃のおそれのある水源林を保全するため、市町村が水源林を取得する経費を助成しています。

■事業概要

　対　象：市町村が水源地域内の森林（1ha以上）を取得する経費
　補助率：10/10又は1/2

■補助概要

　この事業により、これまで４市町村が、約123haの森林を取得しています。多くの市町村での活用をご検討ください。
■今後の取組み

  ●事業主体：東白川村
  ●取得面積：3.35ha 　●事業費：1,316千円

　取得した森林は、東白川村の約48％の村民に水道
水を供給している曲坂水源の上流約2.3kmにある村
有林に隣接した森林です。所有者の高齢化により管理
が難しくなったことから、村が一体的な管理を行い水
源の保全を図っていきます。

■令和元年度 実施事業の例

取得した森林

下流の取水施設森林内の谷水
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『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

3
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な
取組みを行っています。こうした取組みの内容について連載で紹介します。

【治山課　木村 等】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-8496 治山課水源林保全係まで

水源林公有林化支援事業
～水源地域における市町村の森林取得を支援します～

　県では、清流を後世に残すとともに、生活に必要な水を確保するため、市町村の水道水源周辺の森林を「水源地
域」として指定しています。水源地域の森林は、森林が持つ様々な働きが機能するよう適切に管理する必要がありま
す。しかし近年、所有者の不在村化、高齢化などにより、長い間放置されたままの森林が見受けられます。こうした荒
廃のおそれのある水源林を保全するため、市町村が水源林を取得する経費を助成しています。

■事業概要

　対　象：市町村が水源地域内の森林（1ha以上）を取得する経費
　補助率：10/10又は1/2

■補助概要

　この事業により、これまで４市町村が、約123haの森林を取得しています。多くの市町村での活用をご検討ください。
■今後の取組み

  ●事業主体：東白川村
  ●取得面積：3.35ha 　●事業費：1,316千円

　取得した森林は、東白川村の約48％の村民に水道
水を供給している曲坂水源の上流約2.3kmにある村
有林に隣接した森林です。所有者の高齢化により管理
が難しくなったことから、村が一体的な管理を行い水
源の保全を図っていきます。

■令和元年度 実施事業の例

取得した森林

下流の取水施設森林内の谷水
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自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

　カマキリ。この虫は誰でも知っているであろう。棘のある前足。
これで威嚇する姿。一度目にすると忘れることができない。数
年前の夏、我が家の庭にオオカマキリ（以下、カマキリ）がいた。
見つけたのは孫のY君。小学１年生だ。捕まえようとした。する
とカマキリは足を広げて威嚇してきた。Y君は手が出なかった。
しかし、興味があるのかいつまでも見ていた。私はＹ君とこのカ
マキリを飼うことにした。数日後、モンシロチョウを飛べないよ
うにして入れた。しばらくしたら「つかまえた！」とY君の大きな声。
前足でモンシロチョウを捕えていた。この後、妹のちびちゃん（保
育園児）二人も加わり、3人で餌を与えた。しばらくしてカマキ
リ２匹を追加した。ちびちゃんたちが餌を与える。それを食べる
カマキリ。これを楽しそうに眺めていた。ある日、姉のちびちゃ
んが「カマキリが食べられている」と私を呼びに来た。大きな
メスがオスを食べていたのである。Y君も驚き、いつまでも見つ
めていた。しかし、９月半ばに残りの２匹も死んでしまい、この
年のカマキリの飼育は終わった。来年はもっと大きな飼育箱で
飼おうと思った。

×　　×　　×　　×
　しかし、Y君はカマキリを飼うことはなかった。クワガタムシ
に魅力を感じたからである。そこでオオクワガタを飼い始めた。
次々と大きな成虫が発生した。中には６㎝を超えるオスもいて、
Y君は大喜びであった。しかし、これも興味が薄れていった。虫
が好きでは仲間外しにされるからである。代わりに、ゲーム、
パズルに夢中になり、友達も増えていった。これが今の子供か。
と自分が昆虫少年だった頃を思い出し、さみしくなった。それが
今年の3月、再びカマキリを飼うことになった。原因は新型コロ
ナウイルス（以下、コロナ）である。２月頃から各地で死者が増
え続けたので、学校が長期休校になった。しかも、この間は自
宅で過ごせという。Y君は大喜び。二人のちびちゃんと好きなゲー
ムやパズルを楽しんでいた。しかし、そのうちに飽きて、庭に
いる虫やダンゴムシなどを探し始めた。3月12日、Y君がカマキ
リの卵が入っている卵鞘（らんしょう）を見つけた。この中から、
たくさんのカマキリが出てくることを説明した。しかし、よく理
解できないようであった。そこでこの卵鞘を飼育箱にいれ、様
子を見ることにした。

×　　×　　×　　×
　３月１７日、「おじいちゃん、カマキリの子供がたくさんいる」
と姉のちびちゃん。飼育箱の中には孵化したばかりのカマキリ。
ものすごい数だ。私自身、目にするのは初めてであった。何匹
いるのだろうと数え始めた。しかし、動き回るのでわからない。
200匹以上はいると思われた。まず、餌を与えなければならない。

カマキリは肉食性で、昆虫
などを食べている。餌探し
をした。しかし、捕れない。
1週間経過した。しかし、カ
マキリは生きている。共食
いをしているのだろうと
思った。さらに数日後、妹
のちびちゃんが「おじいちゃ
ん、カマキリが肉まんを食べているよ」と知らせに来た。飼育
箱を見ると、肉まんにカマキリが6匹止まっていたのである。肉
まんは妹のちびちゃんが「カマキリは何も食べていない。かわ
いそう」といったので姉のちびちゃんが、自分の食べていた肉
まんを入れたとのことであった。カマキリは空腹になれば何で
も食べる。そんな気がしたので、肉まんの代わりに食パンの上
にヨーグルトをのせて与えた。カマキリも水分を必要とすると
思ったからである。するとカマキリはパンにもヨーグルトにも集
まってきた。自分では思いもつかない、ちびちゃんのこの発想。
そのお陰でカマキリの飼育が続けられたのである。

×　　×　　×　　×
　4月5日、思いもしないことが起きた。今のカマキリが孵化し
た卵鞘を別の容器に入れていたら、ここから再びカマキリが孵
化してきたのである。その数300匹以上。前回と合わせると、
この小さな卵鞘から500匹以上のカマキリが生まれてきたこと
になる。しかし、成虫はそんなに多くない。これは肉食性のカ
マキリも成長過程でほとんどが外敵にやられるので、たくさん
卵を産む。その道具として考えたのが卵鞘。獰猛なカマキリも
厳しい自然界を生きているのだと思った。小さなカマキリは動
きが実に素早い。蓋をあけるとすぐに逃げ出す。世話が大変な
ので、後で発生したかまきりは庭に放した。飼育箱にパンを入
れると集まってくる。食べていることは間違いない。しかし、
死亡しているのがよく見られるようになってきた。やはり虫など
の餌が必要だと思った。そこでハエ、テントウムシ、カメムシな
どを与えたが食べない。大きすぎるのである。小さなカやコバ
エなどが必要なのだ。しかし、たくさん採るのは難しい。ほか
の餌を必死に探した。ようやく見つけた。レンゲに寄生するア
ブラムシの幼虫だ。茎の先端に集団でいるので捕るのは簡単だ。
これを与えると前足で器用につかまえて食べている。ちびちゃ
んたちは「また食べた」と楽しそうに見ている。４月下旬、大き
さが1.5㎝になった。成虫になるのは夏。まだまだ先だ。これか
らも、ちびちゃんたちと見ていくつもりだ。

－パンを食べた、カマキリ－ 【第348回】

▲孵化したばかりのカマキリの子供
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●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
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0
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1
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　揖
斐
農
林
事
務
所
ま
で

　
治
山
、
林
道
の
各
研
究
会
で
は
、
日
頃
の
業
務
で
直
面
す
る
課
題
に

つ
い
て
、
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
２
月
に
行
わ
れ
た
発

表
会
で
発
表
さ
れ
た
研
究
課
題
を
紹
介
し
ま
す
。

　
治
山
事
業
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

揖
斐
農
林
事
務
所

　堀
部

　一
希

　

説
明
会
で
は
、
言
葉
や
資
料
だ
け
で
な
く
、

ド
ロ
ー
ン
で
空
撮
し
た
動
画
や
実
際
の
災
害
を

記
録
し
た
映
像
を
流
し
た
り
、
ク
イ
ズ
や
質
問

等
に
よ
る
対
話
形
式
で
行
い
ま
し
た
。

　

見
学
、
体
験
で
は
、
施
工
業
者
に
も
協
力
し

て
い
た
だ
き
、
現
場
で
実
際
に
使
用
し
て
い
る

器
具
や
重
機
の
操
作
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
実
際
に
構
造
物
に
触
れ
て
も
ら
い
、
ど
ん

な
目
的
で
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
の
か
を
説
明

し
ま
し
た
。

Ｐ
Ｒ
活
動
の
効
果

　

今
回
行
っ
た
Ｐ
Ｒ
活
動
に
は
様
々
な
効
果
が

あ
り
ま
し
た
。

　

地
元
住
民
へ
の
説
明
会
で
は
、
実
際
に
地
元

で
実
施
し
た
工
事
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で

治
山
工
事
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
小
学
生
に
対
し
て
は
対
話
形
式
に
し
た

こ
と
で
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
こ
と
が
で
き
、
児
童
か
ら
は
様
々
な
質
問
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

見
学
、
体
験
で
は
、
小
学
生
は
治
山
施
設
に

触
れ
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
と
て
も
興
味

津
々
の
様
子
で
し
た
。
工
事
で
使
用
さ
れ
て
い

る
器
具
や
重
機
の
体
験
の
際
も
我
先
に
と
、
と

て
も
積
極
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
の
改
善
点

　

今
回
の
Ｐ
Ｒ
活
動
で
２
つ
の
改
善
点
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。
１
つ
目
は
、
治
山
と
砂
防
の
違

い
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
難
し
く
、
多

く
の
方
が
同
じ
も
の
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
こ
と

で
す
。
そ
こ
で
今
後
は
、
治
山
と
砂
防
の
違
い

と
い
う
と
こ
ろ
に
重
き
を
置
き
、
よ
り
分
か
り

や
す
い
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
現
場
体
験
が
一
般
的
な
土
木
工

事
の
Ｐ
Ｒ
の
様
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
所
が
あ
っ

た
こ
と
で
す
。
治
山
の
特
徴
的
な
面
が
よ
り
伝

わ
る
工
夫
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
と
め

　

今
回
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
通
し
て
、
よ
か
っ
た
点

と
改
善
点
が
見
つ
か
っ
た
の
で
、
今
後
は
さ
ら

に
工
夫
を
重
ね
、
よ
り
良
い
Ｐ
Ｒ
方
法
を
模
索

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
２
つ
の
小
学
校
と
地
元
住
民
を
対
象

に
活
動
し
ま
し
た
が
、
今
後
は
さ
ら
に
幅
広
い

年
代
の
方
に
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
、
治
山
事
業
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
活
動
を
続
け
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
回
の
活
動
に
協
力
し
て
い
た
だ

い
た
、
施
工
業
者
の
方
々
、
学
校
の
先
生
方
、

地
元
自
治
会
の
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に

　

治
山
事
業
は
砂
防
事
業
と
混
同
さ
れ
て
い
る

場
合
が
多
く
、
一
般
的
に
は
あ
ま
り
認
知
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
こ
の
一
年
間
で
地
元

住
民
や
若
い
世
代
の
方
に
治
山
事
業
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

Ｐ
Ｒ
活
動
の
概
要

　

今
回
行
っ
た
活
動
は
、
２
つ
の
小
学
校
と
地

元
住
民
を
対
象
に
し
た
室
内
で
の
説
明
会
座
学

と
屋
外
で
の
見
学
や
体
験
で
す
。

地元住民への説明

小学校での質疑応答測量機器の体験

▲治山施設の説明

▼重機体験
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森
林
研
究
所
●
大
橋 

章
博

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

樹
木
に
使
用
で
き
る

　農
薬
を
増
や
す
た
め
の
取
り
組
み

Ｑ 

今
後
に
つ
い
て
？

美
味
し
い
ジ
ビ
エ
を
広
げ
る
た
め
に
ジ
ビ
エ
を

取
り
入
れ
た
家
庭
料
理
の
提
案
や
レ
シ
ピ
を
考
案

し
、
ジ
ビ
エ
の
正
し
い
理
解
と
魅
力
を
発
信
、
普

及
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

さ
ら
に
猟
師
と
し
て
駆
除
の
た
め
の
捕
獲
か

ら
、
食
べ
る
（
消
費
者
へ
提
供
す
る
）
た
め
の
捕

獲
と
い
う
意
識
改
革
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

●
お
話
を
伺
っ
て

命
を
奪
う
経
験
を
積
み
重
ね
る
た
び
、
本
当
の

豊
か
さ
と
は
何
か
、
マ
マ
さ
ん
猟
師
は
考
え
続
け

て
い
る
よ
う
で
す
。

駆
除
だ
け
で
な
く
、
捕
獲
し
た
野
生
動
物
の
命

を
大
切
に
そ
の
肉
を
残
さ
ず
食
べ
る
と
い
う
食
育

に
繋
が
っ
て
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
に
も
ジ
ビ
エ

料
理
を
知
り
、
食
べ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

シ
は
週
に
１
回
は
食
卓
に
並
べ
ま
す
。ミ
ー
ト
ボ
ー

ル
パ
ス
タ
や
お
ろ
し
ポ
ン
酢
を
の
せ
た
ハ
ン
バ
ー

グ
な
ど
で
す
。
子
ど
も
に
も
食
べ
や
す
い
よ
う
に
、

個
体
差
の
あ
る
肉
は
ミ
ン
チ
に
し
て
食
べ
や
す
く

調
理
し
ま
す
。
手
間
を
惜
し
ま
な
け
れ
ば
、
と
て

も
お
い
し
い
食
材
で
す
。

　
家
庭
で
作
る
ジ
ビ
エ
料
理
を
第
３
回
ジ
ビ
エ
料

理
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
農
林
水
産
大

臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
受
賞
し
た
料
理
は
、
子

ど
も
た
ち
に
人
気
だ
っ
た
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
で
作

る
ビ
ビ
ン
バ
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
「
鹿
肉
の
ビ
ビ
ン

バ
と
ス
ネ
肉
の
ス
ー
プ
」
で
、
レ
シ
ピ
は
、
家
庭

で
誰
で
も
作
れ
る
よ
う
に
身
近
な
食
材
と
な
っ
て

い
ま
す
。

Ｑ 

現
在
の
活
動
は
？

　
捕
っ
た
命
は
残
さ
ず
食
べ
て
あ
げ
た
い
。
肉
本

来
の
う
ま
み
を
、
も
っ
と
家
庭
で
味
わ
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
ジ
ビ
エ
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
を
機
に
次
の
よ

う
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
ジ
ビ
エ
を
使
っ
た
料
理
講
習
会
の
開
催

・
鹿
肉
料
理
フ
ェ
ア
の
参
加

・
道
の
駅
な
な
も
り
へ
「
鹿
肉
の
ビ
ビ
ン
バ
」

レ
シ
ピ
の
提
供

・
小
売
店
で
の
ぎ
ふ
ジ
ビ
エ
試
食
販
売

　
料
理
講
習
会
・
教
室
な
ど
を
開
い
て
、
そ
の
魅

力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

近
年
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
等
に
よ

る
森
林
被
害
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
岐
阜
県
内
で

は
約
１
，０
０
０
ha
の
被
害
が
あ
り
ま
す
。
中
で

も
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
被
害
は
、
個
体
数
増
加
や

生
息
区
域
拡
大
を
背
景
に
、
増
え
て
お
り
、
再
造

林
を
進
め
る
う
え
で
防
護
柵
な
ど
の
獣
害
対
策
や

個
体
数
を
減
ら
す
た
め
の
捕
獲
・
駆
除
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
、
飛
騨
猟
友
会
清
見
支
部
の

一
員
と
し
て
定
期
的
に
イ
ノ
シ
シ
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ

の
捕
獲
、
駆
除
に
あ
た
っ
て
い
る
女
性
猟
師
で
あ

り
、
ジ
ビ
エ
料
理
の
美
味
し
さ
を
普
及
す
る
活
動

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
上
屋
薫
里
さ
ん
に
お
話

し
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ 

狩
猟
の
き
っ
か
け
は
？

東
京
都
内
の
調
理
師
専
門
学
校
を
卒
業
後
、
イ

タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
で
サ
ー
ビ
ス
を
担
当
し
、

そ
の
時
に
ジ
ビ
エ
料
理
の
美
味
し
さ
や
高
級
な
印

象
を
受
け
ま
し
た
。

高
山
市
に
戻
り
、
結
婚
し
て
子
育
て
を
す
る
中

で
、
高
山
は
自
然
豊
か
で
美
味
し
い
農
産
物
が
沢

山
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、「
身
近
な
自
然
の
中

で
採
れ
た
も
の
が
味
わ
え
た
ら
、
贅
沢
だ
な
」
と

思
う
よ
う
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。

５
年
ほ
ど
前
、
自
然
に
寄
り
添
っ
た
生
活
が
し

た
い
と
い
う
想
い
と
狩
猟
を
や
る
こ
と
で
野
生
動

物
の
肉
が
入
る
こ
と
か
ら
「
わ
な
」
免
許
を
取
得

し
ま
し
た
。
講
師
役
の
先
輩
た
ち
か
ら
、
免
許
を

取
っ
た
か
ら
に
は
、
捕
り
に
行
っ
た
ほ
う
が
良
い

と
促
さ
れ
、
平
成
28
年
に
第
一
種
狩
猟
免
許
（
銃

の
免
許
）
も
取
得
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
祖

父
が
猟
師
だ
っ
た
こ
と
か
ら
何
ら
抵
抗
も
な
く
、

家
族
の
理
解
も
得
ら
れ
、
思
い
が
け
ず
猟
師
に
な

り
ま
し
た
。

先
輩
か
ら
狩
猟
技
術
の
こ
と
や
自
然
の
こ
と
を

い
ろ
い
ろ
教
え
て
も
ら
い
、
自
然
と
関
わ
る
こ
と

が
面
白
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

Ｑ 

家
庭
で
の
ジ
ビ
エ
料
理
は
？

　
料
理
が
好
き
な
の
で
、
捕
っ
た
シ
カ
や
イ
ノ
シ

地 域の人

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
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農
林
事
務
所
ま
で

上屋 薫里さん

猟師・料理研究家

ジビエを取り入れた家庭料理の
普及を目指して

【
飛
騨
農
林
事
務
所

　吉
田
晃
】

飛騨フォレストレディース料理講習会
での上屋さん

高山シカ肉料理講習会での上屋さん

上屋 薫里さん
かみ　や　　かお　り

　

さ
ら
に
、
森
林
研
で
は
ヒ
ノ
キ
球
果
を
加

害
す
る
チ
ャ
バ
ネ
ア
オ
カ
メ
ム
シ
に
対
し

て
、
適
用
拡
大
を
図
る
べ
く
、
本
薬
剤
の
薬

効
試
験
（
昨
年
の
本
誌
７
９
３
号
で
紹
介
）

を
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
薬
剤
は
殺
虫
効
果
を
発
揮
す
る
害
虫

の
範
囲
が
広
い
の
で
、
今
後
も
様
々
な
食
葉

性
、
吸
汁
性
害
虫
に
対
し
、
殺
虫
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

お
わ
り
に

　

樹
木
に
使
え
る
農
薬
は
、
ま
だ
少
な
く
、

特
に
殺
菌
剤
は
殺
虫
剤
よ
り
深
刻
で
す
。
今

後
も
機
会
が
あ
れ
ば
、
現
場
で
問
題
と
な
っ

て
い
る
病
害
虫
に
農
薬
が
使
え
る
よ
う
に
薬

効
試
験
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

は
じ
め
に

　

森
林
研
で
は
、
毎
年
、
林
木
や
庭
木
の
病

害
虫
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
を
多
く
い
た

だ
き
ま
す
。
し
か
し
、
病
気
や
害
虫
の
診
断

は
で
き
て
も
、
そ
の
対
策
と
な
る
と
途
端
に

歯
切
れ
が
悪
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
樹
木
に

使
え
る
農
薬
が
少
な
い
か
ら
で
す
。
平
成
14

年
の
農
薬
取
締
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
対
象

と
な
る
植
物
と
害
虫
の
組
み
合
わ
せ
が
合
致

す
る
農
薬
し
か
使
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
た

と
え
使
え
る
農
薬
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
（
基
準
が
設
定
さ
れ

て
い
な
い
農
薬
等
が
一
定
以
上
含
ま
れ
る
食

品
の
流
通
を
原
則
禁
止
す
る
制
度
）
に
よ
り
、

農
作
物
に
飛
散
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
所
で

は
、
樹
木
へ
の
農
薬
散
布
は
難
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

取
締
法
の
改
正
か
ら
ず
い
ぶ
ん
と
時
間
が

経
ち
ま
し
た
が
、
樹
木
に
使
え
る
農
薬
は
そ

れ
ほ
ど
増
え
て
い
ま
せ
ん
。
農
薬
会
社
か
ら

み
れ
ば
、
造
林
木
や
緑
化
木
は
市
場
全
体
か

ら
見
れ
ば
マ
イ
ナ
ー
で
あ
り
、
コ
ス
ト
が
か

か
る
農
薬
登
録
に
積
極
的
で
は
な
い
か
ら
で

す
。
農
薬
登
録
に
は
公
設
試
験
場
で
行
っ
た

病
害
虫
に
対
す
る
薬
効
試
験
が
必
要
な
こ
と

か
ら
、
造
林
樹
種
等
に
対
す
る
農
薬
登
録
を

進
め
る
た
め
に
は
試
験
場
が
果
た
す
役
割
は

大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
森
林

研
で
は
農
薬
会
社
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
、

農
薬
の
登
録
拡
大
に
向
け
た
薬
効
試
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
一
例
を
紹

介
し
ま
す
。

サ
ク
ラ
の
樹
幹
注
入
剤

　

サ
ク
ラ
類
に
は
多
種
の
害
虫
が
発
生
し
ま

す
が
、
街
中
や
道
路
沿
い
に
植
栽
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
多
く
、
農
薬
散
布
が
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
樹
幹
注
入
処

理
で
き
る
よ
う
に
製
剤
し
た
薬
剤
が
新
た
に

開
発
さ
れ
、
２
０
１
３
年
に
そ
の
薬
効
試
験

を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
樹
幹
注
入
剤
と
す
る

こ
と
で
、
農
薬
の
飛
散
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
街
路
樹
や
公
園
、
学
校
な
ど
人
通

り
の
多
い
場
所
で
も
使
用
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
森
林
研
で
は
、
ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ

ヒ
ト
リ
に
対
す
る
薬
効
試
験
を
行
い
ま
し

た
。
試
験
は
、
葉
が
展
葉
後
の
４
月
22
日
に

薬
剤
を
注
入
し
、
６
月
10
日
（
49
日
後
）
と

８
月
６
日
（
１
０
６
日
後
）
に
採
取
し
た
葉

を
幼
虫
に
供
試
し
て
殺
虫
効
果
を
調
べ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
49
日
後
、
１
０
６
日
後
と

も
に
高
い
殺
虫
効
果
が
認
め
ら
れ
ま
し
た

（
図
１
）。
岐
阜
県
で
は
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト

リ
は
年
に
２
回
発
生
し
ま
す
が
、
葉
を
採
取

し
た
６
月
中
旬
、
８
月
上
旬
は
１
回
目
と
２

回
目
の
幼
虫
発
生
時
期
に
一
致
し
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
春
１
回
の
処
理
で
当
年
の
発

生
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
結
果
に
基
づ
い
て
「
さ

く
ら
」
の
「
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
」
に
対

し
、
２
０
１
５
年
２
月
に
新
規
に
農
薬
登
録

さ
れ
、
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
と
い
う
名
称
で
販
売

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
追

加
試
験
に
よ
り
、対
象
作
物
が「
樹
木
類
」へ
、

適
用
害
虫
が
「
毛
虫
類
」
へ
拡
大
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
薬
剤
は
「
さ
く
ら
」

に
限
ら
ず
様
々
な
樹
木
の
毛
虫
類
に
使
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
、
対
象
作
物

６
種
、
適
用
害
虫
６
種
へ
拡
大
し
て
い
ま
す
。

写真　薬剤の樹幹への注入

図１　アメリカシロヒトリに対する殺虫効果
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Ｑ 

今
後
に
つ
い
て
？

美
味
し
い
ジ
ビ
エ
を
広
げ
る
た
め
に
ジ
ビ
エ
を

取
り
入
れ
た
家
庭
料
理
の
提
案
や
レ
シ
ピ
を
考
案

し
、
ジ
ビ
エ
の
正
し
い
理
解
と
魅
力
を
発
信
、
普

及
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

さ
ら
に
猟
師
と
し
て
駆
除
の
た
め
の
捕
獲
か

ら
、
食
べ
る
（
消
費
者
へ
提
供
す
る
）
た
め
の
捕

獲
と
い
う
意
識
改
革
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

●
お
話
を
伺
っ
て

命
を
奪
う
経
験
を
積
み
重
ね
る
た
び
、
本
当
の

豊
か
さ
と
は
何
か
、
マ
マ
さ
ん
猟
師
は
考
え
続
け

て
い
る
よ
う
で
す
。

駆
除
だ
け
で
な
く
、
捕
獲
し
た
野
生
動
物
の
命

を
大
切
に
そ
の
肉
を
残
さ
ず
食
べ
る
と
い
う
食
育

に
繋
が
っ
て
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
に
も
ジ
ビ
エ

料
理
を
知
り
、
食
べ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

シ
は
週
に
１
回
は
食
卓
に
並
べ
ま
す
。ミ
ー
ト
ボ
ー

ル
パ
ス
タ
や
お
ろ
し
ポ
ン
酢
を
の
せ
た
ハ
ン
バ
ー

グ
な
ど
で
す
。
子
ど
も
に
も
食
べ
や
す
い
よ
う
に
、

個
体
差
の
あ
る
肉
は
ミ
ン
チ
に
し
て
食
べ
や
す
く

調
理
し
ま
す
。
手
間
を
惜
し
ま
な
け
れ
ば
、
と
て

も
お
い
し
い
食
材
で
す
。

　
家
庭
で
作
る
ジ
ビ
エ
料
理
を
第
３
回
ジ
ビ
エ
料

理
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
農
林
水
産
大

臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
受
賞
し
た
料
理
は
、
子

ど
も
た
ち
に
人
気
だ
っ
た
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
で
作

る
ビ
ビ
ン
バ
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
「
鹿
肉
の
ビ
ビ
ン

バ
と
ス
ネ
肉
の
ス
ー
プ
」
で
、
レ
シ
ピ
は
、
家
庭

で
誰
で
も
作
れ
る
よ
う
に
身
近
な
食
材
と
な
っ
て

い
ま
す
。

Ｑ 

現
在
の
活
動
は
？

　
捕
っ
た
命
は
残
さ
ず
食
べ
て
あ
げ
た
い
。
肉
本

来
の
う
ま
み
を
、
も
っ
と
家
庭
で
味
わ
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
ジ
ビ
エ
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
を
機
に
次
の
よ

う
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
ジ
ビ
エ
を
使
っ
た
料
理
講
習
会
の
開
催

・
鹿
肉
料
理
フ
ェ
ア
の
参
加

・
道
の
駅
な
な
も
り
へ
「
鹿
肉
の
ビ
ビ
ン
バ
」

レ
シ
ピ
の
提
供

・
小
売
店
で
の
ぎ
ふ
ジ
ビ
エ
試
食
販
売

　
料
理
講
習
会
・
教
室
な
ど
を
開
い
て
、
そ
の
魅

力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

近
年
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
等
に
よ

る
森
林
被
害
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
岐
阜
県
内
で

は
約
１
，０
０
０
ha
の
被
害
が
あ
り
ま
す
。
中
で

も
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
被
害
は
、
個
体
数
増
加
や

生
息
区
域
拡
大
を
背
景
に
、
増
え
て
お
り
、
再
造

林
を
進
め
る
う
え
で
防
護
柵
な
ど
の
獣
害
対
策
や

個
体
数
を
減
ら
す
た
め
の
捕
獲
・
駆
除
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
、
飛
騨
猟
友
会
清
見
支
部
の

一
員
と
し
て
定
期
的
に
イ
ノ
シ
シ
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ

の
捕
獲
、
駆
除
に
あ
た
っ
て
い
る
女
性
猟
師
で
あ

り
、
ジ
ビ
エ
料
理
の
美
味
し
さ
を
普
及
す
る
活
動

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
上
屋
薫
里
さ
ん
に
お
話

し
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ 

狩
猟
の
き
っ
か
け
は
？

東
京
都
内
の
調
理
師
専
門
学
校
を
卒
業
後
、
イ

タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
で
サ
ー
ビ
ス
を
担
当
し
、

そ
の
時
に
ジ
ビ
エ
料
理
の
美
味
し
さ
や
高
級
な
印

象
を
受
け
ま
し
た
。

高
山
市
に
戻
り
、
結
婚
し
て
子
育
て
を
す
る
中

で
、
高
山
は
自
然
豊
か
で
美
味
し
い
農
産
物
が
沢

山
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、「
身
近
な
自
然
の
中

で
採
れ
た
も
の
が
味
わ
え
た
ら
、
贅
沢
だ
な
」
と

思
う
よ
う
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。

５
年
ほ
ど
前
、
自
然
に
寄
り
添
っ
た
生
活
が
し

た
い
と
い
う
想
い
と
狩
猟
を
や
る
こ
と
で
野
生
動

物
の
肉
が
入
る
こ
と
か
ら
「
わ
な
」
免
許
を
取
得

し
ま
し
た
。
講
師
役
の
先
輩
た
ち
か
ら
、
免
許
を

取
っ
た
か
ら
に
は
、
捕
り
に
行
っ
た
ほ
う
が
良
い

と
促
さ
れ
、
平
成
28
年
に
第
一
種
狩
猟
免
許
（
銃

の
免
許
）
も
取
得
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
祖

父
が
猟
師
だ
っ
た
こ
と
か
ら
何
ら
抵
抗
も
な
く
、

家
族
の
理
解
も
得
ら
れ
、
思
い
が
け
ず
猟
師
に
な

り
ま
し
た
。

先
輩
か
ら
狩
猟
技
術
の
こ
と
や
自
然
の
こ
と
を

い
ろ
い
ろ
教
え
て
も
ら
い
、
自
然
と
関
わ
る
こ
と

が
面
白
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

Ｑ 

家
庭
で
の
ジ
ビ
エ
料
理
は
？

　
料
理
が
好
き
な
の
で
、
捕
っ
た
シ
カ
や
イ
ノ
シ

地 域の人

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 
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騨
農
林
事
務
所
ま
で

上屋 薫里さん

猟師・料理研究家

ジビエを取り入れた家庭料理の
普及を目指して

【
飛
騨
農
林
事
務
所

　吉
田
晃
】

飛騨フォレストレディース料理講習会
での上屋さん

高山シカ肉料理講習会での上屋さん

上屋 薫里さん
かみ　や　　かお　り
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詳
し
い
内
容
を
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た
い
方
は
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ー
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森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
ま
で

キノコ生産振興に向けて

■岐阜県立森林文化アカデミー　今井 和重

　
４
月
か
ら
県
庁
森
林
整
備
課
と
森
林
文

化
ア
カ
デ
ミ
ー
に
「
ス
マ
ー
ト
林
業
推
進

係
」
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
マ
ー
ト
林
業
と
は
何
か
。
日
本
の
森

林
資
源
を
活
用
し
て
林
業
の
成
長
産
業
化

を
推
進
す
る
に
は
、
低
い
労
働
生
産
性
や

高
い
労
働
災
害
率
と
い
っ
た
林
業
特
有
の

課
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ス

マ
ー
ト
林
業
で
は
Ｇ
Ｉ
Ｓ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の

先
端
技
術
を
活
用
し
て
、
生
産
性
や
安
全

性
の
向
上
、
需
要
に
応
じ
た
高
度
な
木
材

生
産
を
実
現
し
、
林
業
を
安
全
で
働
き
や

す
く
魅
力
あ
る
職
場
と
し
て
、
担
い
手
の

確
保
・
育
成
を
進
め
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
森
林
の
た
よ
り
で
は
今
号
か
ら
毎
月

０
．
５
ペ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、
林
業
の
新

技
術
の
紹
介
、
ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
と

し
て
の
取
組
み
や
普
及
内
容
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

　
第
１
回
は
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
夏
を

迎
え
る
に
あ
た
り
下
刈
り
に
使
え
る
空
調

服
を
紹
介
し
ま
す
。

　
す
で
に
採
用
し
て
い
る
事
業
体
も
あ
る

そ
う
で
す
が
、
夏
は
熱
中
症
と
蜂
刺
さ
れ

に
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
空
調
服
は
、

服
に
小
型
フ
ァ
ン
が
付
い
て
い
て
外
気
を

取
り
入
れ
て
汗
を
気
化
さ
せ
ま
す
。
発
汗

量
を
抑
え
る
こ
と
で
体
力
の
消
耗
を
抑

え
、
作
業
効
率
が
上
が
り
ま
す
。
汗
が
す

ぐ
に
蒸
発
す
る
の
で
ア
セ
モ
が
で
き
に
く

い
、
服
が
膨
ら
む
の
で
蜂
の
ハ
リ
が
届
き

に
く
く
蜂
刺
さ
れ
防
止
に
な
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　
木
材
生
産
は
機
械
化
で
作
業
の
効
率
化

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
造
林
、
育
林
現
場

は
３
Ｋ
作
業
の
ま
ま
で
す
。
空
調
服
で
少

し
で
も
労
働
強
度
の
軽
減
と
安
全
対
策
に

つ
な
が
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　
空
調
服
を
試
し
て
み
た
い
と
い
う
要
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ア
カ
デ
ミ
ー
で
試
着

会
等
の
開
催
も
検
討
し
ま
す
の
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信 

❶

下
刈
り
に
使
え
る
空
調
服

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　
　
　
　
　
　
　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で

写真提供
（株）エヌ・エス・ピー（中津川市）

さ
れ
る
な
ど
、
一
部
で
菌
床
用
材
料
の
原
木
の
確

保
が
課
題
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状

況
か
ら
、
キ
ノ

コ
生
産
用
原
木

の
県
内
供
給
量

を
拡
大
す
る
た

め
、
原
木
林
の

造
成
や
、
原
木

生
産
に
必
要
な

技
術
・
コ
ス
ト

等
を
検
証
し
、

普
及
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
内
の

森
林
資
源
を
最

大
限
に
活
用
す
る
た
め
、
県
産
原
木
等
の
利
用
促

進
、
キ
ノ
コ
生
産
に
活
用
で
き
る
樹
種
の
拡
大
、

利
用
可
能
な
原
木
林
の
情
報
の
集
約
・
提
供
を
進

め
る
予
定
で
す
。

 

生
産
対
策

　

全
国
の
キ
ノ
コ
生
産
量
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

平
成
10
年
か
ら
平
成
30
年
の
間
に
約
22
％
増
加
し

ま
し
た
。
岐
阜
県
で
は
、
平
成
28
年
ま
で
生
産
量

が
大
き
く
減
少
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
規
模
な

生
産
施
設
の
整
備
な
ど
が
進
み
、
生
産
量
は
増
加

に
転
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
増
加
率
は
全
国
と
比

較
し
て
依
然
下
回
っ
て
い
ま
す
。
原
木
シ
イ
タ
ケ

生
産
者
数
は
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
等
に
よ
り

年
々
減
少
し
て
お
り
、
過
去
15
年
間
で
約
60
％
も

減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、
菌
床
シ
イ
タ
ケ
生
産
者

数
は
、
原
木
シ
イ
タ
ケ
と
比
べ
比
較
的
緩
や
か
に

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
小
・
中
規
模
生
産
者

の
減
少
が
大
き
い
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
。一
方
で
、

近
年
に
な
っ
て
大
規
模
生
産
施
設
の
整
備
が
進

み
、
県
内
の
菌
床
シ
イ
タ
ケ
生
産
の
約
85
％
が
大

規
模
施
設
で
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
岐
阜
県
の
キ

ノ
コ
生
産
は
、
生
産
量
・
生
産
者
数
と
も
に
シ
イ

タ
ケ
の
占
め
る
割
合
が
高
く
、
平
成
30
年
は
全
生

産
量
の
約
6
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
最

近
に
な
っ
て
キ
ク
ラ
ゲ
の
生
産
量
が
大
き
く
伸
び

 

は
じ
め
に

　
岐
阜
県
の
栽
培
キ
ノ
コ
類
の
生
産
額
は
約
35
億

円（
平
成
30
年　

農
林
水
産
統
計
）で
、
林
業
産
出

額
の
約
37
％
を
占
め
て
お
り
、
山
間
地
域
の
重
要

な
収
入
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

キ
ノ
コ
生
産
の
状
況
は
、産
地
間
競
争
に
加
え
、

安
価
な
輸
入
菌
床
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
販
売
価

格
は
下
落
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
原
発
事
故

の
影
響
で
、
原
木
等
生
産
資
材
の
急
激
な
価
格
高

騰
な
ど
、
キ
ノ
コ
生
産
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
岐
阜
県
産
乾
シ
イ

タ
ケ
が「
大
嘗
祭
」に
共
納
さ
れ
る
な
ど
高
い
評
価

を
得
て
い
ま
す
。
近
年
は
食
に
対
す
る
消
費
者
の

健
康
・
安
全
志
向
が
高
ま
り
、
海
外
か
ら
の
注
目

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
キ
ノ
コ
生
産
の
一
層

の
振
興
を
図
り
、
岐
阜
県
の
特
産
品
と
し
て
の
魅

力
を
構
築
す
る
た
め
、「
岐
阜
県
特
用
林
産
物
の
振

興
方
針（
キ
ノ
コ
類
）」を
策
定
し
ま
し
た
。
策
定

に
あ
た
っ
て
、
キ
ノ
コ
生
産
者
を
は
じ
め
関
係
者

の
方
々
の
意
見
を
参
考
に
、
林
業
普
及
指
導
員
の

ほ
か
、
県
庁
県
産
材
流
通
課
、
森
林
研
究
所
、
森

林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
特
用
林
産
担
当
者
で
検
討

を
重
ね
ま
し
た
。
方
針
は
①
キ
ノ
コ
生
産
量
の
増

加
②
キ
ノ
コ
生
産
者
の
増
加
③
原
木
生
産
量
の
増

加
を
目
標
に
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し

ま
す
。

 

原
木
等
生
産
資
材
対
策

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
以
降
、
シ
イ
タ
ケ
原
木

の
最
大
の
供
給
地
で
あ
っ
た
東
北
地
方
か
ら
の
供

給
が
止
ま
り
、
全
国
的
に
原
木
不
足
の
状
況
が
続

い
て
い
ま
す（
図
|
１
）。
こ
れ
に
伴
い
、
原
木
価

格
は
高
騰
し
、
キ
ノ
コ
生
産（
特
に
原
木
シ
イ
タ

ケ
）の
経
営
コ
ス
ト
を
押
し
上
げ
る
要
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
で
は
伐
採
者
の
高
齢
化

や
、
原
木
の
大
径
化
が
進
ん
だ
こ
と
で
、
良
質
な

原
木
の
安
定
供
給
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
菌
床
用
オ
ガ
コ
は
、
県
内
か
ら
の
調
達
が

80
%
以
上
と
高
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
近

年
に
な
っ
て
県
内
に
大
規
模
な
生
産
施
設
が
整
備

る
な
ど
、「
新
し
い
品
目
」の
生
産
が
増
加
し
て
い

ま
す（
図
|
２
）。
生
産
者
数
の
増
加
に
向
け
、
新

規
参
入
を
促
す
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
初
期
投
資

の
軽
減
に
加
え
、
新
規
参
入
者
が
安
心
し
て
生
産

が
開
始
で
き
る
よ
う
技
術
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
望
ま

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
既
存
の
生
産
施
設
の
老
朽

化
が
進
み
、
設
備
の
更
新
や
拡
充
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
加
え
て
、
近
年
の
異
常
気
象
等
に
よ

り
、
栽
培
環
境
が
不
安
定
化
し
て
お
り
、
環
境
の

変
化
に
応
じ
た
資
材
や
品
種
、
栽
培
技
術
の
開
発

な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状

況
か
ら
、
参
入

初
期
の
経
営
を

安
定
化
さ
せ
る

た
め
、
生
産
開

始
か
ら
収
穫
ま

で
一
年
以
上
を

要
す
る
原
木
キ

ノ
コ
生
産
に
対

し
給
付
金
の
支

援
を
行
い
ま
す

（
菌
床
キ
ノ
コ
栽

培
は
、
農
業
関

係
の
制
度
で
対
応
し
て
い
ま
す
）。
ま
た
、
新
規

参
入
や
既
存
生
産
者
の
規
模
拡
大
を
促
進
す
る
た

め
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
の
軽
減
に
向
け
た
設
備

投
資
に
対
す
る
支
援
や
未
利
用
施
設
、
機
械
等
の

活
用
を
促
し
ま
す
。
そ
の
他
、
キ
ノ
コ
の
生
産
量

（
収
穫
量
）の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
栽
培
環
境
の

変
化
や
病
害
虫
に
対
す
る
栽
培
技
術
の
開
発
等
を

進
め
る
と
と
も
に
、
新
規
参
入
者
や
既
存
生
産
者

へ
の
支
援
を
強
化
し
ま
す
。

 

販
売
対
策

　
キ
ノ
コ
類
の
輸
入
量
は
、
平
成
13
年
の
セ
ー
フ

ガ
ー
ド
暫
定
措
置
以
降
大
幅
に
減
少
し
、
そ
の
後

も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
シ
イ
タ
ケ

菌
床
の
輸
入
量
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
平
成
30

年
に
は
2
万
ト
ン
を
上
回
り
ま
し
た
。
菌
床
の
重

さ
の
1
／
3
が
シ
イ
タ
ケ
の
発
生
量
と
推
定
さ
れ

て
お
り
、
平
成
30
年
は
全
国
の
生
シ
イ
タ
ケ
流
通

図ー1　キノコ用原木の推移

図ー2　キノコ類生産量の推移
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森
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に
「
ス
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林
業
推
進
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ま
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。

　
ス
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本
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資
源
を
活
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し
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林
業
の
成
長
産
業
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す
る
に
は
、
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働
生
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性
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高
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労
働
災
害
率
と
い
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た
林
業
特
有
の

課
題
を
解
決
す
る
必
要
が
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り
ま
す
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林
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で
は
Ｇ
Ｉ
Ｓ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の

先
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術
を
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産
性
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全
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の
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、
需
要
に
応
じ
た
高
度
な
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材

生
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を
実
現
し
、
林
業
を
安
全
で
働
き
や

す
く
魅
力
あ
る
職
場
と
し
て
、
担
い
手
の

確
保
・
育
成
を
進
め
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
森
林
の
た
よ
り
で
は
今
号
か
ら
毎
月

０
．
５
ペ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、
林
業
の
新
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と
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の
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や
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を
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て
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ま
す
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第
１
回
は
、
こ
れ
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ら
本
格
的
な
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を

迎
え
る
に
あ
た
り
下
刈
り
に
使
え
る
空
調

服
を
紹
介
し
ま
す
。

　
す
で
に
採
用
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て
い
る
事
業
体
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あ
る

そ
う
で
す
が
、
夏
は
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中
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と
蜂
刺
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れ

に
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に
注
意
が
必
要
で
す
。
空
調
服
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に
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型
フ
ァ
ン
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付
い
て
い
て
外
気
を

取
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入
れ
て
汗
を
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せ
ま
す
。
発
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量
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え
る
こ
と
で
体
力
の
消
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を
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え
、
作
業
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蒸
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で
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で
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業
の
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が
進
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で
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ま
す
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造
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現
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は
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作
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で
す
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調
服
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も
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度
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軽
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と
安
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に
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こ
と
を
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み
ま
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。
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と
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、
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で
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容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　
　
　
　
　
　
　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で

写真提供
（株）エヌ・エス・ピー（中津川市）

模
な
団
体
が
散
在
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、
生
産
者
の
方
に
安
心
し

て
キ
ノ
コ
生
産
に
従
事
し
て
も
ら
え
る
よ
う
相

談
・
指
導
の
窓
口
を
明
確
に
し
、
林
業
普
及
指
導

員
に
よ
る
支
援
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
に
、

キ
ノ
コ
生
産
に
関
す
る
総
合
窓
口「
キ
ノ
コ
振
興

セ
ン
タ
ー（
仮
称
）」を
位
置
づ
け
、種
菌
メ
ー
カ
ー

や
J‌

A
等
の
農
業
関
係
者 

、
研
究
機
関
等
と
の

連
携
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
キ
ノ
コ
の
生
産
性

を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
気
候
変
動
等
に
対
応
し
た

栽
培
技
術
の
開
発
や
改
良
な
ど
、
キ
ノ
コ
生
産
に

関
す
る
研
究
・
普
及
の
拠
点
と
な
る「
キ
ノ
コ
生

産
総
合
支
援
棟（
仮
称
）」の
整
備
を
検
討
し
ま
す
。

生
産
者
等
の
組
織
化
に
つ
い
て
は
、
全
県
的
な
組

織
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
予
定
で
す
。

 
 

終
わ
り
に

　
キ
ノ
コ
生
産
は
中
山
間
地
の
重
要
な
収
入
源
で

あ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
雇
用
の
場
と
し
て
も
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
キ
ノ
コ
栽

培
に
は
多
く
の
木
材
資
源
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
に
繋
が
り
、
自
然
環

境
や
里
山
の
保
全
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
こ
れ
に
伴
う

生
活
習
慣
病
の
増
加
な
ど
健
康
へ
の
関
心
が
一
層

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
キ
ノ
コ
は
カ
ロ
リ
ー
が
低
く

ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
類
が
豊
富
で
す
。
加
え
て

機
能
性
成
分
が
多
く
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
代

人
の
健
康
増
進
に
不
可
欠
な
食
材
と
い
え
ま
す
。

　

岐
阜
県
の
キ
ノ
コ
生
産
を
振
興
す
る
こ
と
で
、

所
得
の
向
上
や
地
域
雇
用
を
創
出
す
る
と
と
も

に
、
み
な
さ
ん
の
健
康
増
進
に
も
役
立
つ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
回
策
定
し
た
振
興
方
針
を
確
実
に
実
行
す
る

こ
と
で
、
岐
阜
県
の
キ
ノ
コ
産
業
が
一
層
発
展
す

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

（
詳
し
く
は
、
岐
阜
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
（
県
産
材
流
通
課
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

量（
約
7
万
ト
ン
）の
1
割
が
輸
入
菌
床
か
ら
生
産

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す（
図
|
３
）。

こ
れ
ら
の
影
響
も
あ
り
、
国
内
で
流
通
し
て
い
る

キ
ノ
コ
類
の
価
格
は
、
一
部
を
除
い
て
下
落
傾
向

に
あ
り
、
品
目
間
の
価
格
差
も
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
直
売
所
等
の
整
備
が
進
ん
だ
こ
と

や
、
大
規
模
生
産
者
の
増
加
な
ど
に
伴
い
、
出
荷

形
態
は
多
様
化

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状

況
か
ら
、
新
た

な
販
路
拡
大
の

た
め
、
県
産
キ

ノ
コ
類
の
P‌

R

を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
意
欲

の
あ
る
生
産
者

に
よ
る
新
商
品

の
開
発
や
、
需

要
者
と
の
連
携

を
促
す
機
会
を

創
出
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
海
外
へ
の

輸
出
を
後
押
し
す
る
た
め
、
必
要
な
情
報
の
収
集

や
技
術
の
開
発
を
支
援
し
ま
す
。
そ
の
他
、
県
産

キ
ノ
コ
類
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
G
A
P

や
有
機
J
A
S
等
の
認
証
取
得
を
促
進
す
る
と
と

と
も
に
、
輸
入
キ
ノ
コ
等
と
の
差
別
化
を
図
る
た

め
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
制
度
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。

 

生
産
者
へ
の
支
援
対
策

　

岐
阜
県
の
特
用
林
産
振
興
体
制
は
、
県
庁（
県

産
材
流
通
課
）、
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
、
森
林

研
究
所
に
担
当
職
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
各
農
林
事
務
所
に
林
業
普
及
指
導
員
を
配
置

し
、情
報
収
集
や
窓
口
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

指
導
体
制
は
十
分
と
言
え
ず
、
支
援
窓
口
も
広
く

認
知
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
加
え
て
、
県
の
特
用
林

産
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、
施
設
の
仕
様
な
ど
か

ら
現
場
の
多
様
な
要
望
に
対
応
で
き
な
い
状
況
で

す
。
生
産
者
団
体
は
、
生
産
者
数
の
減
少
等
に
伴

い
活
動
が
停
滞
し
、
現
在
で
は
地
域
ご
と
に
小
規 図ー3　キノコ類輸入量の推移
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国
有
林
の
現
場
か
ら

45

民
国
連
携
の
取
組
に
つ
い
て

利
益
還
元
と
供
給
体
制
整
備
の
観
点
か
ら
、

伐
採
・
造
林
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

低
コ
ス
ト
化
の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
事
業
と
し
て
は
、
コ
ン
テ
ナ

苗
の
有
効
性
の
検
証
や
、
伐
採
・
搬
出
方

法
の
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

●
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
地
区

　

岐
阜
県
で
は
、
七
宗
町
上
麻
生
地
区
の

森
林
共
同
施
業
団
地
が
事
例
研
究
地
区
に

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
他
の
地
区
の
模
範
と
な
る

取
組
や
先
進
的
な
取
組
、
研
修
会
等
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
に
は
、
森

林
技
術
開
発
・
支
援
セ
ン
タ
ー
が
主
体
と

な
り「
獣
害
対
策
展
示
エ
リ
ア
」を
設
置
し
、

研
修
会
等
に
活
用
し
ま
し
た
。

●
交
流
人
事

　

民
国
連
携
の
取
組
を
よ
り
強
固
な
も
の

と
す
る
た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら
岐
阜
県

と
中
部
森
林
管
理
局
で
交
流
人
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
お
わ
り
に

　

森
林
・
林
業
基
本
計
画
に
お
い
て
、
国

有
林
野
の
管
理
及
び
経
営
に
関
す
る
施
策

の
１
つ
に「
民
有
林
へ
の
指
導
や
サ
ポ
ー
ト

な
ど
我
が
国
の
森
林
・
林
業
再
生
に
貢
献
」

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
岐
阜
県
内
の
森
林
管

理
署
に
お
い
て
は
、
地
域
の
森
林
・
林
業

の
課
題
解
決
に
向
け
、
よ
り
一
層
民
国
連

携
の
取
組
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

�

（
岐
阜
森
林
管
理
署
）

ま
す
。
ま
た
、「
く
く
り
罠
」を
用
い
た
捕
獲

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

取
組
に
よ
っ
て
得
た
有
効
な
防
除
技
術

に
つ
い
て
は
、「
ニ
ホ
ン
ジ
カ
食
害
防
除
対

策
検
討
会
」等
を
通
じ
て
広
く
関
係
者
に
普

及
し
て
い
ま
す
。

●
主
伐
・
再
造
林
の
普
及

　

林
業
の
成
長
産
業
化
を
図
る
た
め
に
は
、

木
材
生
産
能
力
が
高
い
林
業
事
業
体
を
育

成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
中
部
森
林
管
理
局
で
は「
生

産
性
向
上
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
開
始
し
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
生
産
性
が
向

上
で
き
る
よ
う
、
民
有
林
関
係
者
の
協
力

を
得
て
、
作
業
日
報
の
分
析
や
現
地
検
討

会
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
有
林
で
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
対
策
の
一
環
と
し
て
、
間
伐
の
継
続
と

主
伐
・
再
造
林
に
よ
る
森
林
資
源
の
若
返

り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
主
伐
・

再
造
林
に
お
い
て
は
、
森
林
所
有
者
へ
の

計
画
の
報
告
の
ほ
か
意
見
交
換
を
行
っ
て

い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

●
市
町
村
森
林
管
理
委
員
会
へ
の
参
画

　

各
地
域
の
森
林
官
は
、
主
に
国
有
林
の

あ
る
市
町
村
で
開
か
れ
る
市
町
村
森
林
管

理
委
員
会
等
に
参
加
し
、
森
林
経
営
管
理

制
度
や
森
林
環
境
譲
与
税
の
円
滑
な
運
用

等
に
向
け
た
助
言
等
を
し
て
い
ま
す
。

●
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策

　

各
森
林
管
理
署
で
は
試
験
地
を
設
定
し
、

防
護
柵
設
置
等
の
実
証
実
験
を
行
っ
て
い

●
は
じ
め
に

　

平
成
22
年
に
、
岐
阜
県
内
の
森
林
の
持

つ
多
面
的
機
能
の
持
続
的
発
揮
及
び
木
材

の
安
定
供
給
等
を
目
的
と
し
、
中
部
森
林

管
理
局
と
岐
阜
県
が
連
携
・
協
力
す
る
た

め
、「
覚
書
」を
締
結
し
て
か
ら
、
民
有
林
と

連
携
し
た
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
そ
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

●
森
林
整
備
推
進
協
定

　

岐
阜
県
内
の
飛
騨
、
岐
阜
、
東
濃
の
森

林
管
理
署
に
お
い
て
、
７
地
域「
高
山
市
一

色
・
山
中
山
地
域
」、「
東
白
川
村
新
巣
地

域
」、「
中
津
川
市
加
子
母
地
区
」、「
下
呂
市

小
坂
町
北
東
地
区
」、「
七
宗
町
上
麻
生
地

区
」、「
樫
原
谷
地
区
」、「
郡
上
市
白
鳥
・
高

鷲
地
区
」の
森
林
整
備
推
進
協
定
を
森
林
・

林
業
関
係
者
と
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

協
定
地
域
内
で
は
森
林
共
同
施
業
団
地

を
設
定
し
、
林
内
路
網
の
整
備
や
中
間
土

場
の
設
置
、
木
材
生
産
の
低
コ
ス
ト
化
や

木
材
の
安
定
供
給
を
民
有
林
と
連
携
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
会
議
を
開
催
し
、
実
績
・

▲森林整備推進協議会運営委員会

▲センサーカメラによる撮影
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8月号
予定

8月1日発行イベント情報

わがまちの森林・環境行政（44）

市況情報 その他

連載
●山の歳時記（180）
●山のおじゃまむし（349）

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（91）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（89）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● C O L U M N

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム 　中部北陸自然歩道を紹介します。
　新型コロナウイルス感染拡大防止のために、各施設の営業休止や
様々なイベントの延期、中止が続いています。 外出の自粛を要請され、

残念な思いをしている人も多いと思います。
　でも、今は我慢の時。 ネットに投稿された「人類を救う道はテレビの前で寝転がる
こと」が話題になっているとか。
　さて、中部北陸自然歩道は、新潟県から滋賀県までの中部北陸8県にまたがる旧
街道の北国街道、三国街道、中山道をメインルートとしています。
　県内のコースは、御嵩町～白川村（旧益田街道～越中街道）、高山市（木曽街道）、
恵那市～中津川市（中山道）の3ルートをメインに、そのルート毎に1日単位で歩くこ
とができる自然歩道を「1日コース」、歩くことはできますが自然歩道としては適して
いない道を「連絡コース」とに区分けし、11市町村に26の「1日コース」が整備され
ています。
　先行きが見えない状況に不安は募るばかりですが、この機会にぜひ、歩いてみて
ください。

　「森林のたより」編集委員　環境企画課　杉山 昇

森林・林業関係イベントカレンダー（7～8月）
開催日 行事名等 内　容　等

開催場所
問い合わせ先

林業者向け

●講習時間　1日目　学科　  8:30～16:30
　　　　　　　  学科試験   16:30～17:30
　　2～4日目　実技・試験　  8:00～17:30
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：32,450円（本代含む）（振込み）
●定　員：20 名
　　　　　（定員になり次第締め切ります。）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

学科　伊自良中央公民館（山県市大門912-1）
実技　ぎふ農協旧伊自良共選場（山県市洞田127-5）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

●講習時間　15日　学科　9:00～16:00
　　　　　　20日　実技　9:00～16:00
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：43,260円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切りま
す。）（学科及び実技一部免除者を含む。実技
講習は10名単位の開催となりますので実技
受講者が10名以上の場合は翌日になります
のでお問合せ下さい。）

7月15日㈬
7月20日㈪

7月28日㈫～
7月31日㈮

8月27日㈭～
8月28日㈮

伐木等機械の
運転業務特別教育

フォークリフト
運転技能講習

自動車普通運転
免許所持者

【受講資格】

15日　学科
ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）
20日　実技　
郡上市地内山林

 ＪＡひだ吉城営農センター
（飛騨市古川町上野571-1）

林材業労災防止協会岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

木材加工用機械
作業主任者
技能講習

●講習時間：27日～28日　8:30～17:40
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：17,600円（本代含む）（振込み）
●定　員：40名
　　　　（定員になり次第締め切ります。）
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市況

外材市況（5月期）

樹　種 樹　種規　　格 価格 規　　格 価格

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）

米　栂
米ひば

ヘム（アラスカ産）

ポール

292

310

306

324
日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

（単位：円）

1㎥当り（価格単価：100円）

製品卸売標準価格（5月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱

間柱

土台

柱

柱

前月
比較等級

長 巾 高

寸法（mm） m3当り
価　格

3000

3000

4000

3000

3000

6000

3000

3000

65,000

65,000

65,000

60,000

65,000

120,000

60,000

61,000

→

→

→

→

→

→

→

→

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

105

105

105

120

120

120

105

120

105

30

105

120

120

120

105

120

１等

１等

特等

特等

特等

国産５層

国産５層

（東濃桧）
特等

　新型コロナウイルスの影響により各大型工場から製品販売不振、在庫過
多の情報あり。スギ4m元木良材、中目30ｃm以上は応札旺盛。スギ並材は
3m、４ｍともに潤沢な在庫を背景に弱気。ヒノキ並材は４ｍ、3ｍともに受
入低調。ヒノキ４ｍ及びスギ４ｍ合板向けは各社在庫過多。製紙向けパル
プ材、大手工場は受入制限情報。発電向け未利用材は継続して荷動きが
活発。原木在庫は不足傾向。 （岐阜）
　出材量は、ヒノキ、スギ共横ばい。価格も下げ相場となっている。相変わ
らずスギ、ヒノキの並材、大径木、欠点材は売りづらい。広葉樹良材は、高
値で推移しているが並材は横ばい。 製品荷動が低迷、コロナウイルスの影
響による先行き不透明から、全体的に徹底した当用買いで相場は弱い。梅
雨シーズンに入ると、原木の材出の悪化、センコウムシなど害虫発生時期
にあたり、速やかな出材をお願いします。（飛騨）
　全般的に感染症の影響にて並材（16～22cm）は、やや安値で推移。ヒノ
キ元木、良材２ｍ、３ｍ、４ｍ（高齢材及び枝打材など（特殊材））は旺盛、やや
安値で推移。ヒノキ並材３ｍ、４ｍ（16～22cm）は、システム販売の安定供
給に伴い横ばいか、やや安価で推移。スギは全般的に品薄、４ｍ元木良材は
継続して旺盛。スギ並材は、３ｍ、４ｍ（16～28ｃｍ）長良川木協・森の合板へ
の県森連システム販売にて安定供給。ヒノキ・スギ６ｍ材は需要減。（東濃）

【商況】

木 材 市 場

2,150

614

2,867

2,592

2,808

10,368

1,980

2,600

木 材 用 語 一 口 メ モ

丸太の中心部分（芯）を避けて製材した木材。主に大径材から得られる製材
品で狂いや割れの発生が少ない。特に大きな原木からしか挽けない四方柾目
の製品が最高級とされている。

芯去り

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所

回　　数
共販所名 長さ 径 平均値 高値 備考樹種

第1728回

5月19日

6月10日

6月11日

岐
阜
共
販
所

第1307回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ
くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

ま
つ

16～18㎝
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
20㎝以上
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
20～22㎝
30㎝以上
16～20㎝
24～28㎝
30㎝以上
24～28㎝
30㎝以上
30㎝以上
24㎝以上
16～22㎝
24～28㎝

30㎝以上元
16～22㎝
24～28㎝

30㎝以上元
13㎝以下
24～28㎝

30㎝以上元
18～22㎝

22～28㎝梁
30㎝以上元

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

4ｍ

5ｍ
4ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

単価は直材

価格、但し

平均値は並

材二番玉価

格

－
－
－

16,000
16,500
－
－
－
－
－

140,000
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

31,000
－

14,000
15,000
22,000
－

22,000
－

24,000
41,000
－
－
－

10,500
9,300

11,400
10,300
9,200

12,300
14,000
12,000
15,000
12,500
12,000
21,000
10,000
9,000
9,000

14,000
12,000
11,000
－
8,000
8,000

12,000
13,000
15,000
16,000
11,200
11,000
12,000
15,900
12,800
14,500
9,000

13,200
15,300
21,000
6,000
7,000

第1637回

東
濃
共
販
所

単位：円（1㎥当たり）

TEL 058－215－0681   FAX 058－215－0682

「全面緑化」のり枠工で、防災・環境保全に貢献します。

http://www.ibiden-greentec.co.jp
TEL 0584-81-6111　FAX 0584-74-1971

軽量・経済的！！
山林作業道の足場確保に活躍中です。

〒701－0213 岡山市南区中畦1186
TEL.086－298－2281
FAX.086－298－2121
e-mail  order@ripro.co.jp
ホームページ／www.ripro.co.jp

Wボート 超軽量＆取っ手付で
人手削減！ 最小限の人員で設営・撤去できます。
騒音緩和！ 素早く軽快に設営・撤去できます。
コスト削減！ クレーンなど重機不要、輸送費も減らせます。

強靭な耐荷重＆しなやかで加工も可能
信頼性抜群 荷重・曲げ・衝撃にも強靭です。
曲がっても復元

国土交通省NETIS 登録番号
（新技術情報提供システム） CG-15003-A

下地追従性に優れ、様々な土地に対応します。

㈹

その他山用グッズ多ございます。
ご要望の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。
総合カタログ無料発送いたします。

樹脂製敷板

国土交通省NETIS
「平成30年度 推奨技術」

累計施工実績

100万㎡以上!

緑豊かな森  林づくりもり
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